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                附 中 だ よ り  最終号 

             教育目標「知性と品位をもち、社会を興す人となろう」 

         令和６ 年度も、当校の教育にご理解とご協力をいただきありがとうございました。 

第 77回卒業証書授与式実施 
 ３月７日（金）に、卒業式を挙行しました。天候が心配されましたが、時折春めいた明るい日差しが
さす中、卒業生の門出を祝うことができました。 
先月の学校だよりで紹介しましたように、在校生は様々な企画で３年生への感謝を示すとともに、卒

業式準備でも教室や廊下を熱心に掃除していました。そんな在校生の感謝の想いに応えるかのように、
式中の振る舞いや卒業合唱などで、素晴らしい卒業生の姿が見られました。 
 すべての参列者の、感謝と感動があふれる、素敵な卒業式になりました。 

式  辞 

令和７年３月７日 

新潟大学附属長岡中学校長 高野 文忠 
 

未だ冬の厳しさが残る長岡ですが、そんな中にも、三月の優しく柔らかな日差しが差し込むと春の訪

れが確実に近づいていることを感じます。東山の雪が消えるのもあと少しです。 

碧学年 118 名の皆さん、卒業おめでとう。皆さんが瞼を閉じれば、３年間の様々な思い出が映し出さ

れ、そして心の中は４月から始まる新たな体立ちに向けた希望で、胸いっぱいのことでしょう。 

今年度の学校生活は、コロナ禍から解放され、皆さんが伸び伸びと活動する範囲が大きく広がりまし

た。今年度の生徒会は「共創」というスローガンのもと、自分たち自身で学校生活をよりよく創造しよ

うとスタートしました。以前の生徒会を辿るのではなく、自分たちの思いを大切にして、みんなで過ご

しやすい環境を創り上げることを大切にしました。たくさんの感動や喜びを与えてくれた皆さんですが、

私が一番素敵だと感じたことは、普段の何気ない授業の一コマ一コマの姿です。好奇心旺盛に課題に向

かう眼差し。他者との協働を好み、多様な考えを認め、自己を高めようとする心。評価を怖がらずに自

分をわかってもらおうと発表表現する姿勢。どれも伝統的に続く附中生らしさを感じるものでした。貪

欲に学ぼうとする皆さんであれば、これから迎える困難にもたゆまず進み続けるものだと信じています。 

さて、卒業生の皆さんは、日清食品の創業者、安藤百福さんを知っているでしょうか。安藤さんは、

即席麺を日本に広め、「カップ麺」を世界で初めて開発しました。今やカップ麺は世界の人々に愛され、

世界の食を支えていると言っても過言ではありません。しかし、今のカップ麺になるまで、安藤さんは

幾度もそして何年も、失敗を重ねてようやくたどり着きました。カップ麺が完成したとき、安藤さんは

48 歳でした。安藤さんはこんなことを言っています。「ここにたどり着くには、48 年間の人生が必要だ

った。過去の出来事の一つ一つが、現在の仕事に見えない糸で繋がっている」。 

私たちの人生は、何がどこでどうつながっているか見えません。だからこそ、今、目の前にあるもの

に懸命に取り組むことが大切なのです。努力の花はすぐには咲かないものですが、重ねた努力はしっか

りと根を張って幹を太くしていると信じて進んでください。それが困難を乗り越え、未来を切り開いて

いくことにつながっていると安藤さんは教えてくれています。 

在校生の皆さん、今までお世話になった卒業生ともお別れです。生徒会活動や部活動でいつも皆さん

の先頭に立って頑張ってくれた碧学年 118 名への感謝の気持ちと、それぞれの道での活躍を願い、心を

込めて送りましょう。最後になりましたが、保護者の皆様、お子様のご卒業、おめでとうございます。

心よりお祝い申し上げます。 

第 77回卒業生の皆さん、無限大の可能性が広がる未来に向かって思い切って一歩を踏み出してくださ

い。未来の社会を興す一人として、皆さんの前途に幸多かれと祈り、式辞といたします。 
 

 
 
  
 
 
 

【卒業生入場】         【卒業証書授与】        【送ることば】 



 
 
 
 
 
 

【旅立ちの決意】             【卒業記念合唱（上と下）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【退場～胸を張って、未来へ～】 
 

AI パソコンを寄贈いただきました！ 
３月 10日に、本校卒業生であり、今年度「親子で聞く講演会」で

講師を務めていただいた清水亮様より、AI パソコンを寄贈いただき
ました。寄贈にあたり、ご本人が本校を訪問し、AI について講義を
してくださいました。卒業した３年生の希望者も含め、約 60名が熱
心に講義に聞き入りました。１時間程度の短い時間でしたが、日々
急激に進化している AIについて、その仕組の基本や今後の展望など、
多くのことを軽快な語り口でお話しいただきました。本校は、イノ
ベーション人材の育成を目指し、文部科学省の研究開発指定を受け
ています。その中核となる「ものづくり科」をはじめ、様々な場面
で貴重な AIパソコンを活用していく予定です。 
 
 

各種大会・コンクール結果について 
種目・大会名 結果 

第 60回新潟県中越教育美術展 特選 

新大全国書初大会 新潟大学長賞、新潟県中学校長会賞、準特選 

新潟県書き初め大会 新潟大学教育学部長賞、新潟県中学校長会賞、TeNY テレビ新潟賞、特選  

第 15 回日本バッハコンクール全国大会 銅賞 

中学生デザインコンテスト 2024 イラスト部門 優秀賞、ネイルアート部門 優秀賞 

第 71回全国少年新春書道展 入選 

第 26回諸橋轍次記念館書き初め大会 諸橋轍次賞、三条市長賞 
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